
 

 

地質年代学小委員会（第 24期・第 2回）議事要旨 

下記の内容で委員会を開催した．委員 12 名の内，7 名の出席により本委員会は成立した． 

日 時 ： 令和元年 5月 30日（木）12：15～12：45 

会  場 ： 東京ベイ幕張ホール A10 室 

出席 佐野，奥村，豊田，兵藤，小宮，岩田，田上 

欠席 寺田，兵頭，長谷川，加藤，中村 

議事 

1． 委員の確認と役員の選出（配付資料 1）

世話人より本委員会の名簿が配布され，確認を行った．情報が更新された．

2．小委員会の活動内容の確認 

2-1 今年の連合大会における年代・同位体関連セッションの報告

今年の連合大会における本委員会主催のセッション（「S-GL27 地球年代学・同位体地球科

学」，30 日開催，コンビーナー：田上，佐野）について報告があった．例年と変わらぬ多く

の参加者が有り大変盛況であった． 

2-2 来年の連合大会における年代・同位体関連セッションの提案

来年の連合大会において，本委員会主催のセッションを開催する提案が委員長よりあった．

協議の結果，「地球年代学・同位体地球科学」（定番セッション）については田上・佐野が

引き続きコンビーナーとしてセッション提案することとなった．また，他の関連セッション

（特別セッション）については，「アイソトポマー」「ルミネッセンス・ESR 法」「表層変

動熱年代学」などの分野を含めて検討することとなった． 

3．その他 

3-1 新しい固体地球科学セクションフォーカスグループについて

田上・佐野より新しい固体地球科学セクションフォーカスグループとして承認された「表層

変動熱年代学（Thermochronology on earth‘s surface processes）」について紹介があった． 

配付資料 

1：地質年代学小委員会名簿 

地質年代学小委員会 

委員長 田上高広 
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